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 細胞内にタンパク質を導入するための試薬を開発した。従来の試薬よりも効率が高く、また細胞毒性

も低い。これを樹状細胞への抗原取り込みに用いたところ、従来法よりも高効率に抗原提示を行った。

そこで、がんの免疫治療に適用したところ、がんの成長を抑制することが分かった。 

 

 

最近の研究成果 最近の研究成果 
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 細胞内へのタンパク質の取り込みは、樹状細胞

を用いる免疫治療や、幹細胞の作成などにおいて

必要なステップである。従来、取り込みのために、

エレクトロポレーションのような物理的な方法ならび

に、脂質やペプチドなどの導入試薬が用いられて

いるが、その効率は十分ではなく、また細胞毒性が

ある。そこで本研究では、ポリマー型のレセプター

を細胞表面に修飾し、これを介して、タンパク質を

導入する方法を開発した。この方法は、従来法より

も効率が高く、細胞毒性が低い。さらに、動物モデ

ルを用いたがんの免疫治療で良好な結果を得た。 

 細胞へのポリマーの修飾から、取り込みまで1時

間で終了する（右図）。取り込み量は、いずれの市

販の試薬よりも高い。 

 樹状細胞への抗原タンパク質（OVA）の取り込み

に本手法を適用した。処理した樹状細胞をマウス

に移植して、がん免疫を行った。このマウスにがん

細胞を植え付けたところ、がん細胞の増殖を完全

に抑制し、マウスの生存を延長した（右図）。 

 本手法は、タンパク質導入試薬として、研究用途

へ用いることができる。さらに、がんの免疫治療に

も応用できると期待される。 

0	

500	

1000	

1500	

2000	

2500	

3000	

3500	

4000	

0	 10	 20	 30	 40	

Tu
m
o
r	
vo
lu
m
e
	(
m
m

3
	 
)	



Days	a er	tumor	inocula on	


0	

20	

40	

60	

80	

100	

120	

0	 10	 20	 30	 40	 50	

Su
rv
iv
al
	(
%
)	



Days	a er	tumor	inocula on	


monocyte

cancer antigen

dendritic cell (DC)

Ex vivo process

antigen 

presenting 

DC

patient patient

未処理 

樹状細胞 

樹状細胞 

 ＋抗原タンパク 

本法 

本法 

未処理 
樹状細胞 

 ＋抗原タンパク 

樹状細胞 


